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㈲佐藤調理士紹介所　相談役
西日本佐藤調理師会　名誉会長

　

早
い
も
の
で
、（
有
）
佐
藤
調
理
士
紹
介
所
な
ら
び
に
西
日
本
佐
藤
調
理
師

会
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
て
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
と

行
き
届
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
清
新
の
気
に
満
ち
た

新
執
行
部
を
ど
う
ぞ
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
当
会
の
常
務
理
事
岩
永
克
也
が
こ
の
た
び
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
か
げ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
世
間
を
見
渡
せ
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
間
近
と
い
う
こ
と
で
、

日
本
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
九
州
、
博
多
に
も
た
く
さ
ん
の
外
国
か
ら
の
お

客
様
が
お
越
し
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
波
に
う
ま
く
乗
っ
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
料
理
の
生
き
残
り

の
鍵
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
で
大
事
に

な
っ
て
く
る
の
は
、
日
本
の
お
客
様
で
あ
れ
、
外
国
か
ら
の
お
客
様
で
あ
れ
、

本
当
に
美
味
し
い
日
本
料
理
を
提
供
し
、「
や
っ
ぱ
り
和
食
は
違
う
、
特
別
だ

ね
」
と
い
う
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
次
第
で
す
。

　

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
ま
た
重
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
時
的
に
儲
け
を
得
る

こ
と
よ
り
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
繁
盛
し
て
い
く
に
は
や
は
り
「
評
判
」
が

第
一
で
あ
る
こ
と
を
ど
う
ぞ
、
こ
れ
を
期
に
新
た
に
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
ま
す
ま
す
の
技
倆
の
向
上
へ
の

努
力
、
同
輩
や
先
輩
た
ち
と
の
切
磋
琢
磨
を
怠
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
後
輩
に

対
し
て
は
指
導
を
厚
く
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
と
、
老
婆
心
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
書
き
記
す
次
第
で
す
。

佐 藤 兼 也

ご　挨　拶
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福岡県議会議員（中央区）
厚生労働環境委員会 副委員長
西日本佐藤調理師会 名誉顧問

　

有
限
会
社
佐
藤
調
理
士
紹
介
所
、
並
び
に
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会
の
創
立

四
十
六
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
創
立
以
来
長
き
に
わ
た
り
、
福
岡
の
食
を
支

え
る
皆
さ
ま
の
職
業
安
定
と
地
位
の
向
上
、
ま
た
調
理
技
術
の
向
上
に
努
め

ら
れ
、
安
全
な
食
品
衛
生
の
普
及
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
理
師
会
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
岩
永
克
也
常
任
理
事
の
栄
え
あ
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
ご
受
賞

を
祝
し
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
岡
は
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
で
も
あ
り
、
海
外
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
来
福

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
二
〇
二

〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
は
、
海
外
か
ら

日
本
を
訪
れ
る
観
光
客
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
に
、
海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
福
岡
の
食
材
を
生
か

し
た
食
文
化
を
世
界
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
方
々
が
日
本
の
食

文
化
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
・
安
心
な
食
事
を
充
分
に
堪
能
い
た
だ

け
る
よ
う
、
環
境
変
化
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
要
因
に
よ
る
食
の
嗜
好
の
多

様
化
に
も
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
調
理
師
と
し
て
、
伝
統
あ
る
日
本
の
食

文
化
の
継
承
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
有
限
会
社
佐
藤
調
理
士
紹
介
所
、
並
び
に
西
日

本
佐
藤
調
理
師
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

活
躍
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

岳　 康 宏

ご 祝 辞
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涼風のお膳

文　月
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文
月
　
涼
風
の
お
膳

日
本
料
理
　
て
ら
岡

料
理
長

山
隈
　
敦
司

「
先
　
付
」
京
焼
透
か
し
内
金
箔
器

「
珍
　
味
」

「
前
　
菜
」
朝
顔
見
立
て

「
御
作
り
」
風
船
氷
に
て

・
無
花
果
は
天
地
を
切
り
落
と
し
、
皮
を
剥
く
。
昆
布
を
敷
い
た
バ
ッ
ト
に
並
べ
、
酒
を
振
り
か
け
酒
蒸
し

と
す
る
。
約
６
〜
８
分
程
蒸
仕
上
げ
る
。
蒸
し
汁
で
味
噌
を
伸
ば
し
上
が
り
に
振
り
ゆ
ず
を
す
る
。
天
盛

り
に
穂
紫
蘇
を
散
ら
し
仕
上
げ
と
す
る
。

・
梅
干
し
を
裏
ご
し
、
糸
昆
布
、
粉
鰹
を
練
り
込
み
醤
油
、
煮
切
り
み
り
ん
で
味
を
整
え
る
。

・
う
ざ
く
…
胡
瓜
を
小
口
に
切
り
出
し
立
塩
に
漬
け
し
ん
な
り
さ
せ
る
。
鰻
を
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
出
し

温
め
て
お
く
。
茗
荷
を
針
状
に
切
り
出
し
晒
し
て
お
く
。
胡
瓜
の
水
分
を
よ
く
絞
り
、
針
茗
荷
と
、
鰻
を

合
わ
せ
土
佐
酢
で
会
え
る
。

・
琥
珀
水
晶
…
ゼ
ラ
液
を
作
る
。
出
汁
、
濃
口
、
薄
口
、
み
り
ん
で
味
を
整
え
、
寒
天
と
ゼ
ラ
を
煮
溶
か
し

て
お
く
。
小
さ
な
容
器
に
、
雲
丹
、
オ
ク
ラ
、
マ
イ
ク
ロ
ト
マ
ト
を
入
れ
ゼ
ラ
液
を
流
す
。

・
い
く
ら
黄
味
お
ろ
し
…
大
根
お
ろ
し
を
強
め
に
絞
り
水
を
切
る
。
卵
黄
を
絞
っ
た
大
根
に
混
ぜ
合
わ
せ
、

薄
口
醤
油
で
味
を
整
え
る
。

・
厚
手
の
錦
糸
を
焼
く
。
鮪
の
赤
身
の
部
分
を
使
用
し
、
海
苔
、
錦
糸
の
順
で
鮪
を
巻
く
。
フ
ラ
イ
パ
ン
で

表
面
を
軽
く
炙
り
焼
き
締
め
る
。
車
海
老
は
１
８
０
度
の
油
に
さ
っ
と
く
ぐ
ら
せ
色
を
出
し
、
氷
水
に
落

•
い
ち
じ
く
風
呂
吹
き

　
青
柚
子
味
噌
　
花
穂
じ
そ

•
梅
昆
布

•
鰻
ざ
く

　
琥
珀
水
晶

　
い
く
ら
黄
味
卸
し
和
え

•
鮪
磯
辺
巻
き

•
車
海
老
油
洗
い
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と
す
。

・
キ
ャ
ベ
ツ
の
外
側
の
葉
を
使
用
す
る
。
天
然
鯛
の
中
骨
と
香
草
で
出
し
を
取
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
さ
っ
と
湯

が
き
色
出
し
を
し
て
、
出
汁
で
ミ
キ
サ
ー
に
掛
け
青
汁
を
作
る
。
塩
と
白
胡
椒
で
味
を
整
え
て
、
吉
野
で

適
当
な
硬
さ
に
仕
上
げ
る
。
鱧
は
焼
き
霜
に
す
る
。

・
冬
瓜
は
表
面
の
皮
を
薄
く
向
き
切
り
込
み
を
鹿
の
子
状
に
入
れ
る
。
重
曹
を
刷
り
込
み
、
皮
目
を
下
に
し

て
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
下
茹
で
す
る
。
茹
で
上
が
り
後
、
薄
口
八
方
に
漬
け
込
ん
で
お
く
。
合
鴨
ミ
ン
チ

は
半
分
を
酒
入
に
し
て
置
く
。
残
り
の
ミ
ン
チ
を
合
わ
せ
、
牛
蒡
、
水
く
わ
い
、
生
姜
の
ミ
ジ
ン
切
り
を

混
ぜ
合
わ
せ
、
玉
子
を
つ
な
ぎ
で
入
れ
、
昆
布
出
汁
に
丸
に
取
る
。
さ
ら
し
の
上
に
冬
瓜
を
打
ち
上
げ
優

し
く
潰
し
な
が
ら
広
げ
て
い
く
。
真
ん
中
に
合
鴨
つ
み
れ
を
起
き
包
み
込
む
。

・
や
や
硬
め
の
温
度
卵
を
つ
く
る
。
卵
黄
の
部
分
の
み
取
り
分
け
、
玉
味
噌
に
一
晩
漬
け
込
む
。

・
賀
茂
な
す
を
桂
剥
き
に
し
て
、
千
切
に
す
る
。
ミ
ョ
ウ
バ
ン
水
に
漬
け
込
み
、
あ
く
止
を
し
て
お
く
。

　

そ
の
後
水
分
を
よ
く
拭
き
上
げ
、
葛
粉
を
ま
ぶ
し
て
ボ
イ
ル
す
る
。
そ
の
後
冷
水
に
落
と
し
色
止
め
を
す

る
。
美
味
酢
に
て
提
供
す
る
。

・
鮎
は
先
ず
表
面
の
ぬ
め
り
等
を
手
の
平
を
合
わ
せ
て
優
し
く
揉
み
洗
い
す
る
。
頭
、
尾
を
切
り
落
と
す
。

　

ヒ
レ
の
部
分
に
は
包
丁
で
、
浅
く
切
り
込
み
を
入
れ
て
お
く
。
平
串
を
打
ち
、
表
面
よ
り
順
に
焼
き
上
げ

て
い
く
。
焼
き
上
が
り
後
、
中
骨
、
ひ
れ
を
骨
抜
き
を
使
っ
て
丁
寧
に
取
り
除
く
。

「
御
吸
物
」
氷
彫
刻
に
て

「
煮
　
物
」
江
戸
切
子
煮
物
椀

「
季
節
の
物
」
マ
ル
テ
ィ
ー
ガ
ラ
ス

「
お
凌
ぎ
」

「
焼
　
物
」
青
竹
焼
き

　
あ
し
ら
い
一
式

　
海
ぶ
ど
う

•
き
ゃ
べ
つ
擂
り
流
し

　
鱧
炙
り
　
蓴
菜
　
梅
肉

•
冬
瓜
饅
頭
　
合
鴨
つ
み
れ

　
菊
花
餡
　
車
海
老

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
含
め
煮

　
と
ん
ぶ
り
　
青
味

•
ほ
う
ず
き
射
込
み

　
卵
黄
味
噌
付
け

•
賀
茂
な
す
素
麺

　
糸
が
つ
お
　
美
味
酢

•
鮎
塩
焼
き
　
蓼
餡

　
沢
蟹
旨
煮

　
ヤ
ン
グ
コ
ー
ン
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蓼
の
葉
は
、
さ
っ
と
洗
い
葉
の
部
分
を
む
し
り
、
当
り
鉢
に
入
れ
一
塩
と
共
に
揉
み
込
み
、
葉
の
ア
ク
を

揉
み
だ
す
。
冷
や
し
た
お
か
ゆ
と
共
に
、
す
り
潰
し
て
い
き
、
と
ろ
み
の
付
い
た
蓼
汁
を
作
り
、
味
を
整

え
る
。
葛
で
固
め
に
閉
じ
て
、
焼
い
た
鮎
に
掛
け
て
提
供
す
る
。

　

鮎
の
頭
、
尾
、
中
骨
を
素
揚
げ
に
し
て
、
上
が
り
に
塩
を
振
り
、
鮎
の
姿
盛
り
に
し
て
提
供
す
る
。

　

と
う
も
ろ
こ
し
を
ほ
ぐ
す
。
釜
に
御
飯
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
中
芯
を
入
れ
、
あ
た
り
を
付
け
た
出
汁
で
炊

飯
す
る
。
炊
き
あ
が
り
後
は
、
中
芯
を
抜
き
取
り
提
供
す
る
。

・
ゆ
べ
し
…
黄
ゆ
ず
の
あ
た
ま
１
／
４
程
の
部
分
を
切
り
落
と
し
て
中
を
く
り
抜
く
。

　

赤
味
噌
、
八
丁
味
噌
等
を
ブ
レ
ン
ド
し
中
具
に
、
松
の
実
を
煎
っ
た
も
の
を
、
適
量
入
れ
、
練
り
上
げ
て

い
く
。
ゆ
ず
釜
に
練
り
込
ん
だ
み
そ
を
詰
め
込
ん
で
、
蒸
し
器
で
20
分
ほ
ど
蒸
す
。
そ
の
後
ネ
ッ
ト
等
に

入
れ
吊
る
し
影
干
し
を
３
〜
５
ヶ
月
ほ
ど
す
る
。
後
は
熟
成
度
を
見
な
が
ら
時
間
調
整
を
お
こ
な
う
。

・
青
梅
カ
リ
カ
リ
…
青
梅
を
半
分
に
割
り
種
を
取
り
除
き
、
濃
蜜
を
数
回
に
分
け
て
入
れ
替
え
し
て
味
を
含

ま
せ
て
い
く
。

　

水
よ
う
か
ん
を
竹
筒
に
流
し
込
む
。
提
供
時
に
は
、
筒
の
裏
側
に
金
箸
等
で
穴
を
開
け
提
供
す
る
。

　

お
客
様
に
裏
側
よ
り
息
を
吹
き
か
け
て
、
羊
羹
を
取
り
出
し
て
も
ら
い
食
し
て
い
た
だ
く
。

「
後
作
り
」
織
部
葉
皿

「
お
食
事
」
信
楽
土
鍋

「
香
の
物
」

「
水
　
物
」

　
万
願
寺
　
新
蓮
根

　
手
長
海
老
唐
揚
げ

•
鮎
唐
揚
げ

•
と
う
も
ろ
こ
し
御
飯

•
柚
餅
子
　
•
酢
茗
荷

•
青
梅
カ
リ
カ
リ
漬
け

•
竹
羊
羹



ー 8 ー

　

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
（
火
）
正
午
よ
り
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
「
鶴
の
間
」
に
お
き
ま
し
て
、
㈲

佐
藤
調
理
士
紹
介
所
・
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会
の
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
創
立
四
十
五
周
年
と
新
会
長
就
任
報
告
を
兼

ね
、
全
国
よ
り
政
界
・
友
好
団
体
・
他
多
数
の
会
員
の
皆

様
が
祝
福
に
訪
れ
、
大
盛
況
の
中
、
当
会
理
事
長
・
山
川

秀
和
氏
の
開
会
挨
拶
で
式
典
が
始
ま
り
、
佐
藤
兼
也
前
会

長
よ
り
御
来
席
の
皆
様
へ
感
謝
の
意
と
御
健
康
と
商
売
繁

盛
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
御
来
賓
を
代
表
し
て
、
衆
議
院
議
員　

鬼
木　

誠
様
（
当
会
名
誉
顧
問
）、
衆
議
院
議
員 

原
田
義

昭
様
〈
令
夫
人 
原
田
知
子
様
〉（
当
会
名
誉
顧
問
）、
福
岡

県
議
会
議
員 

岳　

康
宏
様
（
当
会
名
誉
顧
問
）、（
一
社
）

福
岡
県
技
能
士
会
連
合
会 
会
長 
黒
木
一
夫
様
、（
公
社
）

日
本
料
理
研
究
会 

会
長 

三
宅
洋
子
様
〈
副
会
長 

三
宅
健

介
様
〉、（
公
社
）
日
本
全
職
業
調
理
士
協
会 

会
長 

遠
藤

第
四
十
五
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

懇
親
会

創
立
四
十
五
周
年
記
念 

及
び 

新
会
長
就
任
報
告
祝
賀
会

　

㈲

佐

藤

調

理

士

紹

介

所

西

日

本

佐

藤

調

理

師

会
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第
四
十
五
回
　
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会
　
総
会

　

平
成
二
十
九
年
度
・
定
時
総
会
が
七
月
吉
日
、
西
日
本
佐
藤

調
理
師
会
事
務
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
前
年
度
経
過
報
告
、

引
き
続
き
新
年
度
予
算
案
に
入
り
、
各
部
会
の
提
案
の
後
、
新

年
度
予
算
案
・
収
支
決
議
案
が
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

西日本佐藤調理師会　常任理事
名 誉 会 長 佐 藤 兼 也
会 長 佐 藤 浩 正
理 事 長 山 川 秀 和
専 務 理 事 黒 木 隆 文
副 会 長 川 上 弘 文
常 任 顧 問 山 本 幸 雄

〃 島 家 芳 計
常 務 理 事（編集部長） 松 尾 　 敏
常 務 理 事 宮 崎 文 明
　　 〃 原 　 文 夫
常 務 理 事（総務部長） 岩 永 克 也
　　 〃 　　（技術部長） 小 西 　 登
　　 〃 　　（事務局長） 平 川 泰 司
理 事 黒 岩 大 造

〃 首 藤 健 児
〃 藤 竹 幸 貴
〃 山 隈 敦 司
〃 山 下 典 孝
〃 橋 口 覚 浩

十
士
夫
様
、（
一
社
）
全
国
日
本
調
理
技
能
士

会
連
合
会 

会
長 

片
田
勝
紀
様
、（
公
社
）
日

本
調
理
師
連
合
会 

会
長 

森
口
冨
士
夫
様
〈
理

事 

吉
田　

功
様
〉、（
株
）
大
京
会
調
理
士
紹

介
所 

代
表
取
締
役
社
長 

山
本
敏
雄
様
よ
り

御
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

 

（
一
社
）
全
国
日
本
調
理
技
能
士
会
連
合
会 

理
事
長
並
び
に
（
株
）
な
だ
万 

前
会
長 

木

浦
信
敏
様
に
よ
る
鏡
開
き
の
あ
と
、　
（
株
）

て
ら
岡 
代
表
取
締
役
会
長 

寺
岡
直
彦
様
に

よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
、
大

盛
況
の
中
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
楽
書
喜
家 

多

喜
様
や
博
多
券
番
様
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
日
本
調

理
土
一
心
会 

会
長 

金

子
将
人
様
の
音
頭
で
、

中
締
め
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
当
会
副
会

長 

川
上
弘
文
氏
の
閉
会

の
辞
で
懇
親
会
が
終
了

し
ま
し
た
。
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10

H29

４

１

H30

17

３

H30

７

料亭 三光園

旬魚 和らべ

美食 はらふみお

福岡市中央区清川1-1-18
電話 092-531-1336

福岡市博多区店屋町6-2
電話 092-282-5200

福岡市南区野間2-10-24
シティパル筑紫ヶ丘1 階
電話 092-408-8600

　

庖　

丁　

式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
年
五
月
五
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
自
作
天
満
宮
・
福
岡
県
筑
紫
野
市

　

５
月
５
日
子
供
の
日
11
時
よ
り
、
筑

紫
野
市
二
日
市
温
泉
藤
ま
つ
り
の
催
し

も
の
と
し
て
御
自
作
天
満
宮
に
於
い

て
、
当
会
総
務
部
長
岩
永
克
也
・
技
術

部
長
小
西
登
両
名
が
日
本
包
丁
道
大
草

流
式
包
丁
を
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。

〈包丁人〉岩永　克也　　小西　登

　

料
理
試
食
研
修
会

　

平
成
二
十
九
年
〜
三
十
年
に
か
け
、
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会
企
画
部

主
催
に
て
、
試
食
研
修
会
が
左
記
の
日
程
と
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
十
月
四
日
（
水
）　　

料
亭　

三
光
園

　

平
成
三
十
年
一
月
十
七
日
（
水
）　　

旬
魚　

和
ら
べ

　

平
成
三
十
年
三
月
七
日
（
水
）　　
　

美
食　

は
ら
ふ
み
お
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「
プ
ロ
の
料
理
人
に
向
け
た
ス
キ

ル
＆
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
講
座
、
料
理
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
と
ら
わ
れ
ず
、
純
粋

に
新
鮮
な
発
見
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

を
目
指
し
ま
す
。」
を
テ
ー
マ
に
和
・

洋
・
中
の
プ
ロ
の
料
理
人
を
講
師
に

迎
え
「
テ
ー
マ
食
材
」
を
使
っ
て
講

習
を
行
い
、
試
食
を
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
『
食
文
化
ス
タ
ジ
オ
』（
福
岡
市

中
央
区
浄
水
通
二
ー
十
四
）
に
お
い

て
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
日
本
佐
藤
調
理
師
会
は
和
食
部
門

と
し
て
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ザ・料理人講座

　

プ
ロ
の
料
理
人
や
プ
ロ
を
目
指
す
料
理
人
に
向
け
た
知
識
と

技
術
の
本
格
的
体
験
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
公
益
社
団
法
人　

全
日
本
司
厨
士
協
会
（
洋

食
）、
社
団
法
人　

日
本
中
国
料
理
協
会
（
中
華
）、
西
日
本
佐

藤
調
理
師
会
（
和
食
）
の
各
団
体
樣
の
ご
協
力
に
よ
り
、和
、洋
、

中
、
各
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
料
理
人
を
講
師
に
招
聘
し

て
い
ま
す
。

　

毎
回
、
同
じ
テ
ー
マ
の
講
座
を
和
、
洋
、
中
、
の
三
回
で
各

料
理
技
術
が
比
較
で
き
る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
お

り
、
各
料
理
の
技
術
的
な
違
い
や
普
段
気
づ
か
な
い
ポ
イ
ン
ト

の
認
識
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
講
座
の
中
で
は
、

洋
食
の
プ
ロ
が
洋
食
の
料
理
人
に
教
え
る
と
い
う
行
為
だ
け
で

は
な
く
、
洋
食
の
プ
ロ
が
中
華
や
和
食
の
料
理
人
に
も
学
ぶ
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
頂
け
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
ジ
ャ
ン

ル
を
超
え
た
実
践
で
使
え
る
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
満
載
な
の

が
特
徴
で
す
。業
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
よ
そ
の
店
で
の
流
儀
、

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
原
価
や
仕
入
れ
と
い
っ
た
普
段
聞
け
な

い
悩
み
相
談
ま
で
対
応
し
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、
個
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
確
実
で
す
。

　

先
人
が
開
発
し
た
伝
統
を
守
る
と
い
う
基
本
的
で
重
要
な
料

理
人
の
使
命
と
と
も
に
、
そ
の
料
理
を
新
し
く
進
化
さ
せ
る
こ

と
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
し
、
自
分
が
主
流
と
な
る
ス
タ

イ
ル
を
創
り
出
す
革
新
も
料
理
人
の
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
。

食
文
化
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
こ
の
講
座
を
料
理
人
同
士
の
交
流
の

場
と
し
て
、
講
師
や
受
講
生
同
士
で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
業
界
を
や
る
気
と
パ
ワ
ー

で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（公社）全 日 本 司 厨 士 協 会
　福 岡 支 部

日 本 中 国 料 理 協 会
　福 岡 県 支 部

西 日 本 佐 藤 調 理 師 会

協 力：　

ザ
・
料
理
人
講
座
と
は

■
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日
（
火
）

「
豆
腐
百
珍
伝
統
の
技
術
と
知
恵
に
学
ぶ
豆
腐
の
多
様
性
」

講
師　

天
ケ
瀬
温
泉 

ホ
テ
ル
新
紫
陽　

料
理
長

　
　

小

西
　

登

氏

　
　
　
（
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会　
常
務
理
事
）

豆
腐
は
古
く
か
ら
日
本
で
も
親
し
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
は
『
豆
腐
百
珍
』
と
い
う

本
も
刊
行
さ
れ
る
ほ
ど
、
多
種
多
様
な
料
理
の
展
開
が
可
能
な
食
材
で
す
。
今
回

は
身
近
で
健
康
志
向
の
現
代
に
も
幅
広
く
活
用
で
き
る
〝
豆
腐
〞
に
ま
つ
わ
る
伝

統
的
な
技
を
学
び
ま
す
。
豆
腐
の
作
り
方
か
ら
、
副
産
物
を
活
か
し
た
料
理
、
豆

腐
の
伝
統
的
な
料
理
、
更
に
貴
重
な
高
野
豆
腐
の
細
工
も
披
露
。
他
ジ
ャ
ン
ル
の

方
に
も
発
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
技
の
数
々
は
必
見
で
す
。

■
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
（
火
）

「
人
生
の
節
目
を
彩
る 

日
本
伝
統
の
御
祝
い
料
理
」

講
師　

杖
立
観
光
ホ
テ
ル 

ひ
ぜ
ん
や 

総
料
理
長

　
　

黒

木

隆

文

氏

　
　
　
（
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会　
専
務
理
事
）

日
本
に
お
け
る
伝
統
的
な
ハ
レ
の
料
理
を
学
び
ま
す
。
人
生
の
節
目
や
御
祝
い
の

行
事
な
ど
、
ハ
レ
の
席
で
提
供
さ
れ
て
き
た
日
本
料
理
に
は
、
縁
起
が
良
い
と
さ

れ
る
食
材
や
料
理
、
調
理
法
な
ど
、
日
本
な
ら
で
は
の
食
文
化
が
息
づ
い
て
お
り
、

様
々
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
季
が
あ
る
日
本
な
ら
で
は
の
季
節
感
の

表
現
や
食
材
を
活
か
す
繊
細
な
味
わ
い
、
器
や
盛
付
け
な
ど
御
祝
い
料
理
な
ら
で

は
の
し
つ
ら
え
も
是
非
ご
期
待
下
さ
い
。

■
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
（
火
）

「
競
演
！
ザ
・
料
理
人
二
〇
一
七
」

〜〝
き
の
こ
料
理
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〞
和
洋
中
〜

講
師　

加
賀
屋 

博
多
店　

料
理
長

　
　

平

川

泰

司

氏

　
　
　
（
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会　
理
事
）

今
回
は
中
華
の
料
理
人
が
メ
イ
ン
と
な
り
、「
き
の
こ
」
を
使
っ
た
料
理
を
披
露
、

同
じ
素
材
を
使
っ
て
、
洋
食
と
和
食
の
料
理
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
技
術

と
セ
ン
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
を
披
露
し
ま
す
。
福
岡
を
代
表
す
る
料
理
人
達
の

競
演
に
ご
期
待
下
さ
い
。
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第
三
十
一
回

日
本
料
理
技
能
展

主
催　

福
岡
県
日
本
調
理
技
能
士
会

後
援　

福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会

福
岡
県
技
能
士
会
連
合
会

全
国
技
能
士
会
連
合
会 

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

日

本

調

理

師

会

日
本
料
理
研
究
会

日
本
全
職
業
調
理
士
協
会

全
技
連
マ
イ
ス
タ
ー
会

全
国
日
本
調
理
技
能
士
会
連
合
会

九
州
調
理
士
会
連
合
会

　

平
成
二
十
九
年
九
月
五
日
㈫
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
（
福
岡
市

博
多
区
沖
浜
町
）
に
お
き
ま
し
て
、
第
三
十
一
回
日
本
料
理
技

能
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
七
年
度
か
ら
、
新
し
く
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
、
審
査
委

員
特
別
賞
の
四
賞
が
追
加
さ
れ
、
出
展
さ
れ
る
皆
様
の
技
術
の

向
上
、
斬
新
な
る
発
想
の
日
本
料
理
が
展
示
さ
れ
る
事
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
九
州
・
山
口
各
県
か
ら
数
十
名
が
出
展
さ
れ
各
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
早
朝
八
時
よ
り
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
て
、
四
季
彩
豊
か

な
創
作
料
理
や
見
立
料
理
が
盛
り
付
け
ら
れ
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
御
来
場
の
皆
様
も
熱

心
に
見
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
次
回
も
よ
り
以
上
の

出
展
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）

（
一
社
）

（
公
社
）

（
公
社
）

（
公
社
）

（
公
社
）

（
一
社
）



ー 13 ー

第31回日本料理技能展受賞者
　　と　き／平成29年9月5日㈫
　　　　　　　　　　 10時～17時
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　　　　　　 tel（092）262-3111

金
賞

銀
賞

銅
賞

審
査
員
特
別
賞

福
岡
県
知
事
賞　

 

（
1
名
）

福
岡
市
長
賞　

 

（
1
名
）

（
一
社
）
全
国
技
能
士
会
連
合
会 

会
長
賞　

 

（
1
名
）

福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会 

会
長
賞 

（
５
名
）

（
一
社
）
福
岡
県
技
能
士
会
連
合
会 

会
長
賞 

（
５
名
）

（
公
社
）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー 

理
事
長
賞 

（
１
名
）

（
公
社
）
日
本
調
理
師
会　

会
長
賞 

（
５
名
）

（
公
社
）
日
本
料
理
研
究
会 

会
長
賞 

（
2
名
）

（
公
社
）
日
本
全
職
業
調
理
士
協
会 

会
長
賞 

（
2
名
）

（
一
社
）
全
国
日
本
調
理
技
能
士
会
連
合
会 

会
長
賞 

（
５
名
）

全
技
連
マ
イ
ス
タ
ー
会　

会
長
賞 

（
1
名
）

福
岡
県
日
本
調
理
技
能
士
会 

会
長
賞 

（
10
名
）

◎
湯
布
高
原
㈱ 

三
和
シ
ャッ
タ
ー
湯
布
高
原
保
養
所 

坂　
　

昌
二

◎
㈱
デ
リ
シ
ャ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
白
山
亭 

櫻
井　

誠
二

◎
日
本
料
理　

て
ら
岡
本
店 

山
隈　

敦
司

◎
楠
水
閣 

黒
木　

隆
文

◎
ホ
テ
ル
新
紫
陽 

小
西　
　

登

◎
日
本
料
理  

古
仙 

德
永
日
出
登

◎
マ
リ
ト
ピ
ア 

藤
木　
　

健

◎
七
彩 FO

U
R SEA

SO
N
S 

亀
田　
　

力

◎
日
本
料
理　

て
ら
岡
本
店 

山
隈　

敦
司

◎
国
際
観
光
旅
館　

桑
之
屋 

岩
永　

克
也

◎
杖
立
観
光
ホ
テ
ル  

ひ
ぜ
ん
や 

原　
　

文
夫

◎
は
つ
し
ろ　

黒
崎
店 

永
峯　
　

誠

◎
洞
海
倶
楽
部 

眞
﨑　

大
介

◎
吉
井
温
泉
美
人
湯　

ニ
ュ
ー
筑
水
荘 

井
上　

建
基

◎
九
州
の
旬　

博
多
廊 

首
藤　

健
児

◎
加
賀
屋　

博
多
店 

相
良　

広
宣

◎
玄
海
ク
ラ
ブ 

江
村　

貴
博

◎
湯
布
高
原
㈱ 

三
和
シ
ャッ
タ
ー
湯
布
高
原
保
養
所 

坂　
　

昌
二

◎
ペ
ッ
ト
の
泊
ま
れ
る
宿 

花
房
台
温
泉 

狗
の
郷 

松
尾　

博
文

◎
ホ
テ
ル
新
紫
陽 

小
西　
　

登

◎
海
山
邸　

総
本
店 

廣
畑
正
太
郎

◎
北
九
州
八
幡
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 
山
下　

典
孝

◎
日
本
料
理  

古
仙 
德
永
日
出
登

◎
松
柏
園
ホ
テ
ル 

三
澤　

建
治

◎
㈱
デ
リ
シ
ャ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
白
山
亭 

櫻
井　

誠
二

◎
楠
水
閣 

黒
木　

隆
文

◎
㈱
デ
リ
シ
ャ
ス
ク
リ
エ
イ
ト 

レ
ス
ト
ラ
ン
天
瀬 

矢
野　

幸
司

◎
霧
島
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

宮
入　

邦
彦

◎
佐
賀
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ 

成
富　
　

工

◎
霧
島
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

小
松　

光
生

◎
博
多
鯖
鉄 

堤
内　

博
章

◎
喜
水
亭　

三
越
店 

竹
山　

義
則

◎
板
前
厨
房  

わ
ざ
わ
ざ 

森　
　

英
昭

◎
虹
の
宿
ホ
テ
ル
花
景
色 

泊　
　

秀
樹

◎
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
平
成 

白
石　

和
光

◎
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
福
岡 

梶
原　

貴
光

◎
海
峯
魯　

本
店 

北
﨑　

光
翼

◎
杖
立
観
光
ホ
テ
ル  

ひ
ぜ
ん
や 

西
見　

匠
平

◎
二
日
市
温
泉　

大
観
荘 

西
山　

貴
敏

◎
料
亭  

松
助 

田
島　

輝
一

◎
㈱
グ
ラ
ノ
2
4
K　

杜
の
七
種 

浦
上　
　

司

◎
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
久
留
米 

河
口　

甚
馬

◎
四
季
の
里　

は
な
む
ら 

坂
田　

幸
治

◎
旅
館　

平
山 

河
野　

孝
幸

◎
㈱
デ
リ
シ
ャ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
白
山
亭 

民
長　

孝
治
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平
成
三
十
年
一
月
十

五
日
（
月
）、
福
岡
市

立
東
花
畑
小
学
校
に
お

き
ま
し
て
「
も
の
づ
く

り
体
験
講
座
」
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

西
日
本
佐
藤
調
理
師

会
技
術
部
長
・
小
西
登

氏
（
天
ケ
瀬
温
泉
・
ホ

テ
ル
新
紫
陽
料
理
長
）

が
講
師
を
務
め
、
六
年

生
を
対
象
に
日
本
料
理

の
魅
力
・
歴
史
な
ど
の

講
話
お
よ
び
実
技
実
演

を
児
童
と
一
緒
に
楽
し

く
調
理
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

 
「
も
の
づ
く
り
体
験
講
座
」

主
催
／
（
一
社
）
福
岡
市
技
能
職
団
体
連
合
会
　

「
福
岡
女
子
大
学
課
外
講
演
」

主
催
／
福
岡
県
調
理
師
連
合
会
　

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
四
日
（
木
）、
福
岡
女
子
大
学
に
お
き
ま
し
て
、「
日
本

料
理
特
殊
技
能
」
と
い
う
演
題
で
課
外
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
日
本
佐
藤
調
理
師
会
専
務
理
事
・
黒
木
隆
文
氏
（
杖
立
観
光
ホ
テ
ル 

ひ
ぜ

ん
や 

総
料
理
長
）
が
食
・
健
康
学
科
の
２
年
生
他
約
40
名
を
対
象
に
日
本
料
理

の
特
殊
技
能
を
講
話
と
実
技
実
演
で
講
師
を
務
め
ら
れ
、
学
生
達
は
熱
心
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
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◎
八
月
十
八
日（
金
）

　

小
西　

登（
ホ
テ
ル
新
紫
陽
）　 

岩
永
克
也（
国
際
観
光
旅
館 

桑
之
屋
）

　

佐
藤
成
里（
加
賀
屋
博
多
店
）　 

西
見
匠
平（
杖
立
観
光
ホ
テ
ル 

ひ
ぜ
ん
や
）

◎
八
月
十
九
日（
土
）

　

黒
木
隆
文（
杖
立
観
光
ホ
テ
ル 

ひ
ぜ
ん
や
） 

橋
口
覚
浩（
ホ
テ
ル
新
紫
陽
）

　

首
藤
健
児（
九
州
の
旬 

博
多
廊
）　 

二
宮
浩
二（
博
多
鯖
鉄
）

◎
八
月
二
十
日（
日
）

　

黒
木
隆
文（
杖
立
観
光
ホ
テ
ル 

ひ
ぜ
ん
や
） 

神
﨑
真
吾（
ホ
テ
ル
楠
水
閣
）

　

吉
田
琢
磨（
日
本
料
理 

て
ら
岡
）　 

山
隈
敦
司（
日
本
料
理 

て
ら
岡
）

　

平
川
泰
司（
加
賀
屋
博
多
店
）

　

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日
〜
二
十
日
の
三
日
間
に
か
け
、
福

岡
国
際
会
議
場
二
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、「
お
し
ご

と
体
験
教
室
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

技
能
職
者
の
優
れ
た
「
技
」
を
子
供
達
に
疑
似
体
験
さ
せ
る
事

に
よ
り
、
仕
事
に
対
し
て
の
興
味
と
関
心
を
持
た
せ
、
実
演
や
展

示
等
を
通
じ
て
技
能
に
対
す
る
理
解
と
尊
重
の
気
運
を
醸
成
し
、

技
能
職
者
の
社
会
的
・
経
済
的
地
位
と
技
能
の
向
上
、
更
に
は
後

継
者
の
育
成
を
図
り
、
地
域
の
産
業
や
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
日
本
佐
藤
調
理
師
会
も
協
賛
し
、
三
日
間
お
手
伝
い
さ
せ
て

頂
き
、
子
供
さ
ん
と
一
緒
に
実
技
実
演
を
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
頂
い
た
方
々
は

〜
第
５
回　

お
し
ご
と
体
験
教
室
〜

主
催
　
福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会

お
し
ご
と
フ
ェ
ス
タ
in
福
岡
二
〇
一
七
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平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
（
水
）
福
岡
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
（
ふ

く
ふ
く
プ
ラ
ザ
）
に
お
い
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
月
間
で
あ
る
二

月
に
、
プ
ロ
か
ら
野
菜
が
メ
イ
ン
の
家
庭
料
理
を
学
び
、
自
身
の

食
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
炊
を
通
じ
て
野
菜
を
た

く
さ
ん
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
げ
る
事

を
目
的
に
、
市
内
在
住
男
女
を
対
象
に
料
理
を
あ
ま
り
し
た
事
が

無
い
方
々
を
集
い
、
初
心
者
で
も
作
れ
る
和
食
、
洋
食
、
中
華
の

料
理
を
各
分
野
の
講
師
を
迎
え
、
健
康
増
進
課
に
よ
る
食
育
講
と

講
師
に
よ
る
料
理
説
明
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
て
実
習
・

試
食
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会 

理
事 

山
隈
敦
司
氏
（
日
本
料

理
て
ら
岡 

料
理
長
）
を
講
師
に
迎
え
て
調
理
実
習
が
行
な
わ
れ
、

試
食
会
で
は
さ
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
雰
囲
気

で
、
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
の
後
、
試
食
し
な
が
ら
受
講
者
と
の
質
疑

に
答
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

主
催
　
福
岡
市
健
康
増
進
課

匠 
直
伝
!!

～
食
育
料
理
教
室
～
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平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
日
、
福
岡
国
際
会
議

場
に
お
い
て
、
博
多
職
人
展
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
職
種
の
優
れ
た
技
能
職
者
の
作
品
を
広
く
市

民
の
皆
様
に
紹
介
し
、
技
能
職
者
の
社
会
的
・
経

済
的
地
位
と
技
能
の
向
上
を
図
る
事
に
よ
り
、
福

岡
市
の
産
業
お
よ
び
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
事

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
三
十
余
団
体
が
協
賛
さ
れ

て
い
ま
す
。
西
日
本
佐
藤
調
理
師
会
も
福
岡
県
調

理
師
連
合
会

と
協
賛
し
、

当
会
理
事
・

山
隈
敦
司
氏

（
日
本
料
理

て
ら
岡
・
料

理
長
）
が
日

本
料
理
部
門

に
お
い
て
出

展
し
て
頂
き

ま
し
た
。

「
博
多
職
人
展
」

主
催
／
福
岡
市
技
能
職
団
体
連
合
会
　

　

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日
、
福
岡
国
際
会
議

場
に
お
い
て
「
匠
の
技
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
技
能
士
会
連
合
会
に
認
定
さ
れ
た
「
全
技

連
マ
イ
ス
タ
ー
」
福
岡
県
内
で
つ
く
る
「
福
技
連

マ
イ
ス
タ
ー
会
」
が
主
催
し
、
優
れ
た
技
能
職
者

の
作
品
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
紹
介
す
る
と
共
に
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
来
場
者
が
、
弁
当
の
盛
り
付

け
に
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
匠
の
技
フ
ェ
ア
」

主
催
／
福
技
連
マ
イ
ス
タ
ー
会

　

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日
に
、
福
岡
市
中
央
区

平
尾
の
中
村
調
理
製
菓
専
門
学
校
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
「
福
岡
県
ふ
ぐ
処
理
師
試
験
」
で
当
会
の

川
上
弘
文
副
会
長
が
実
技
試
験
委
員
と
し
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
福
岡
県
ふ
ぐ
処
理
師
試
験
　

〝
実
技
試
験
委
員
に

　
　
　
選
任
さ
れ
る
！
〞

還
暦
・
厄
入
の
参
拝
の
儀

平
成
30
年
2
月
7
日
（
水
）

若
八
幡
宮
・
福
岡
市
博
多
区

〈
還
暦
祝
〉

　
　
清
松
　
浩
文
　
　
瀬
戸
　
幸
造

　
　
冨
永
　
光
広
　
　
橋
本
　
勝
弘

〈
厄
入
祝
〉

　
　
高
木
　
俊
英
　
　
　
　
　
　



・
長
茄
子
は
皮
を
剥
き
１
％
の
バ
ン
水
に
、
半
日
漬
け
込
む
。
真
空
パ
ッ
ク
を
し
、
ス
チ
コ
ン
に
て
蒸
す
。

　

氷
水
に
落
す
。

　

カ
ツ
ヲ
酒
盗
１
０
０
ｇ　

酒
５
０
０
㏄　

火
に
か
け
、
裏
ご
し
、
液
体
を
卵
黄
10
ケ
と
混
ぜ
二
枚
鍋
に

て
練
り
上
げ
ま
す
。

　

常
の
通
り
背
わ
た
を
取
り
、
の
し
串
に
仕
上
げ
、
芝
煮
と
す
る
。

・
帆
立
・
イ
カ
は
酒
煎
に
し
、
ト
マ
ト
は
果
実
だ
け
に
し
ま
す
。

　

胡
瓜
に
て
緑
酢
を
作
り
、
三
杯
酢
で
味
を
整
え
ま
す
。

　

具
材
と
緑
酢
を
合
わ
せ
、
焼
き
無
花
果
１
／
２
の
器
に
盛
り
ま
す
。

・
背
開
き
に
し
、
３
％
の
塩
水
に
昆
布
を
加
え
鮎
を
漬
け
込
み
ま
す
。

・
白
瓜
は
常
の
通
り
、
雷
干
に
し
、
梅
肉
、
粉
カ
ツ
ヲ
節
、
粉
小
椒
を
加
え
、
梅
肉
和
え
と
す
る
。

・
山
桃
を
２
％
の
塩
水
に
一
中
夜
漬
け
込
み
ま
す
。
水
一
升　

砂
糖
６
０
０
ｇ　

赤
ワ
イ
ン
３
０
０
㏄　

レ
モ
ン
１
ケ
の
蜜
に
漬
け
込
み
ま
す
。

・
丸
十
は
面
取
り
輪
切
り
に
し
、
色
付
け
後
、
蜜
煮
と
す
る
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
生
ク
リ
ー
ム
、
シ
ナ
モ
ン
、

砂
糖
、
塩
を
加
え
、
和
衣
を
作
り
、
丸
十
と
合
わ
せ
ま
す
。

・
蟹
身
、
胡
瓜
、
大
根
、
人
参
を
大
根
桂
む
き
に
て
巻
き
、
砧
巻
と
す
る
。
黄
身
酢
を
添
え
る
。

・
里
芋
は
常
の
通
り
下
処
理
し
、八
方
煮
と
し
ま
す
。
裏
ご
し
豆
腐
に
枝
豆
ペ
ー
ス
ト
を
混
ぜ
、味
を
整
え
、

石
垣
芋
と
し
ま
す
。

翡
翠
茄
子

　

酒
盗
餡
か
け

　

酢
取
り
茗
荷

　

才
巻
海
老
セ
ル
フ
ィ
ー
ユ

緑
風
和
え
・
無
花
果
添
え

　

帆
立
貝
・
イ
カ
・　

蒸
し
ウ
ニ

　

ト
マ
ト
・
浜
防
風

鮎
一
夜
干
し

白
瓜
雷
干
し　

梅
肉
和
え

山
桃
蜜
煮

丸
十
シ
ナ
モ
ン
ク
リ
ー
ム
添
え

蟹
砧
巻

ず
ん
だ
石
垣
芋

先
附

前
菜
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杖
立
観
光
ホ
テ
ル 

ひ
ぜ
ん
や

総
料
理
長

黒
木
隆
文

涼
風
香
る

　 
文
月
の
献
立



・
諸
味
噌
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、
砂
糖
、
酒
、
卵
黄
を
加
え
、
玉
味
噌
を
作
り
ま
す
。
笹
身
は
、 

塩
後
に

酒
、
淡
口
醤
油
、
味
醂
の
調
味
液
に
漬
け
、
天
火
に
て
味
噌
焼
き
と
し
ま
す
。

　
（
略
し
ま
す
。）

・
鱧
は
常
の
通
り
下
処
理
し
、
骨
切
り
後
、
焼
白
葱
、
ア
ス
パ
ラ
で
鳴
門
に
巻
き
蒸
し
上
げ
ま
す
。

　

短
冊
野
菜
は
そ
れ
ぞ
れ
八
方
煮
に
し
、
下
味
を
含
ま
せ
て
お
く
。

・
穴
子
は
下
処
理
後
、
淡
口
醤
油
、
濃
口
醤
油
、
酒
、
味
醂
で
味
を
含
ま
せ
て
お
く
。
豆
腐
の
ペ
ー
ス
ト
に
、

玉
子
の
素
を
加
え
衣
を
作
り
ま
す
。
穴
子
、
豆
腐
を
博
多
に
押
し
、
蒸
し
固
め
ま
す
。
残
っ
た
豆
腐
生

地
に
玉
味
噌
を
加
え
田
楽
と
し
ま
す
。

・
焼
き
野
菜
は
、
塩
、
胡
椒
後
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
ぬ
り
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
ま
す
。

・
鮑
は
下
処
理
後
、
酒
蒸
し
、
笹
ご
ぼ
う
は
灰
汁
止
め
し
八
方
煮
に
し
ま
す
。
お
粥
を
つ
く
り
、
茶
碗
地
で
、

蒸
し
あ
げ
ま
す
。
天
盛
り
に
銀
餡
、
梅
肉
、
三
ツ
葉
を
添
え
ま
す
。

鶏
笹
身
諸
味
噌
焼
き

鰹
た
た
き　

伊
佐
木　

鱚

薬
味
野
菜

　

茄
荷　

玉
葱
、
た
で
、
貝
割
、

　

妻
彩
〳
〵

鱧
鳴
門
巻
き

　

沢
煮
仕
立
て

　
　

南
瓜　

人
参　

蓮
根
、

　
　

し
め
じ　

白
髪
葱　

木
ノ
芽

穴
子
二
色
田
楽

焼
き
野
菜

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ア
ス
パ
ラ

　

パ
プ
リ
カ
、
ベ
ビ
ー
コ
ー
ン

　

オ
ク
ラ

粳
蒸
し

　

鮑　

笹
ご
ぼ
う　

梅
肉

　

三
ツ
葉　

銀
餡

造
り

椀焼
物

合
肴
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揚
物

留
椀

御
飯

香
の
物

水
菓
子

太
刀
魚
東
寺
揚
げ

蓮
根
明
太
射
込
み

　

甘
長
青
唐　

山
椒
塩

赤
出
汁

　

蜆　

三
ツ
葉

焼
き
魳
飯
し

浅
漬
け
三
種

メ
ロ
ン

枇
杷

・
太
刀
魚
は
常
の
通
り
下
処
理
後
ペ
ー
ス
ト
に
し
、
う
す
あ
げ
で
は
さ
み
く
ず
湯
葉
を
玉
子
に
て
、
つ
け

丸
め
ま
す
。

・
蓮
根
は
ボ
イ
ル
後
、
ザ
ル
に
あ
げ
、
豆
腐
ペ
ー
ス
ト
に
明
太
バ
ラ
子
を
合
わ
せ
、
蓮
根
に
射
込
み
ま
す
。

　

う
す
衣
に
て
揚
げ
ま
す
。

　
（
略
し
ま
す
。）

・
魳
は
下
処
理
後
、
塩
焼
き
に
し
身
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

　

天
出
汁
、
ポ
ン
酢
で
割
り
出
汁
を
つ
く
り
、
う
ず
ら
玉
子
、
赤
卸
し
、
葱
、
針
の
り
を
天
盛
り
に
お
き

　

割
出
汁
を
か
け
食
し
ま
す
。

　
（
略
し
ま
す
。）

　
（
略
し
ま
す
。）

ー 20 ー



・
ゆ
で
た
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
裏
ご
し
３
０
０
ｇ
、
ア
ス
パ
ラ
ゆ
が
き
汁
１
０
０
㏄
に
牛
乳
１
０
０
ｇ
に

粉
ゼ
ラ
チ
ン
を
煮
溶
か
し
、塩
、薄
口
醤
油
で
味
を
整
え
、流
し
缶
に
流
し
、冷
蔵
庫
に
て
冷
し
固
め
る
。

　

器
に
ア
ス
パ
ラ
豆
腐
を
盛
り
、生
雲
丹
、色
出
し
し
た
車
海
老
、三
つ
葉
を
の
せ
て
、美
味
出
汁
を
は
り
、

ふ
り
柚
子
を
す
る
。

・
無
花
果
は
酒
蒸
し
、
玉
味
噌
を
か
け
青
柚
子
を
ふ
る
。

・
味
噌
漬
け
玉
子
を
作
り
、
炒
り
卵
を
ま
ぶ
し
て
鬼
灯
の
殻
に
盛
る
。

・
〆
鯵
で
棒
寿
司
を
作
り
、
笹
の
葉
で
包
む
。

・
枝
豆
を
す
り
身
で
寄
せ
蒸
し
上
げ
、
真
丈
と
す
る
。

・
鴨
は
血
抜
き
し
、
皮
目
と
表
面
を
焼
き
、
塩
と
淡
口
醤
油
で
味
付
け
し
た
大
根
お
ろ
し
に
包
み
蒸
し
上

げ
て
ロ
ー
ス
煮
と
す
る
。

夏
河
豚
の
骨
と
昆
布
、
大
蒜
で
出
汁
を
取
り
、
み
そ
汁
を
作
る
。

酒
蒸
し
し
た
河
豚
の
身
、
揚
げ
茄
子
、
焼
い
た
青
唐
を
盛
り
込
み
味
噌
汁
を
張
る
。

天
盛
り
に
糸
唐
辛
子
を
か
ざ
る
。

　
（
省
略
）

ア
ス
パ
ラ
豆
腐

　
　

生
雲
丹
、
車
海
老
、
三
つ
葉
、

　
　

美
味
出
汁
、
ふ
り
柚
子

無
花
果
田
楽
、
鬼
灯
玉
子
、

鯵
笹
巻
寿
司
、
枝
豆
真
丈
、

夏
鴨
ロ
ー
ス
煮

合
せ
味
噌
仕
立

　
　

夏
河
豚
、
揚
茄
子
、
青
唐
、

　
　

糸
唐
辛
子

間
八
、
鰹
焼
霜
、
蛸
湯
洗
い

　
　
　

あ
し
ら
い
一
式

先
附

前
菜

椀
物

造
里
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九
州
の
旬 

博
多
廊

常
務
取
締
役

首
藤
健
児

夏
の
訪
れ

　 
初
夏
の
献
立



鱸
は
カ
ッ
ト
し
て
塩
を
あ
て
、
一
夜
干
し
に
す
る
。

サ
ラ
ダ
油
、
ご
ま
油
を
同
割
り
で
合
せ
、
先
の
鱸
に
塗
り
な
が
ら
油
焼
す
る
。

万
願
寺
唐
辛
子
も
油
焼
し
、
器
に
盛
り
込
み
鼈
甲
餡
を
か
け
る
。

鱧
は
骨
切
り
塩
を
あ
て
昆
布
出
汁
で
火
入
れ
。
器
に
玉
地
を
張
り
茶
碗
蒸
を
作
る
。

蒸
し
上
が
っ
た
ら
先
の
鱧
を
乗
せ
銀
餡
を
張
り
、
梅
肉
を
の
せ
、
振
り
柚
子
を
振
る
。

・
和
牛
の
イ
チ
ボ
肉
４
０
０
ｇ
に
塩
を
あ
て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
表
面
を
焼
く
。

　

真
空
袋
に
出
汁
3
、
濃
口
1
、
味
醂
1
で
合
せ
た
調
味
液
と
先
の
肉
を
入
れ
ス
チ
コ
ン
80
℃
で
20
分
加

熱
。
加
熱
後
常
温
で
冷
ま
し
、
余
熱
で
火
を
入
れ
る
。

　

ガ
ラ
ス
の
器
に
あ
し
ら
い
と
共
に
盛
り
、
胡
麻
だ
れ
で
提
供
。

・
土
鍋
に
出
汁
を
張
り
、
薄
口
と
味
醂
、
少
量
の
う
な
ぎ
の
タ
レ
を
加
え
あ
た
り
を
う
つ
。

　

出
汁
が
沸
騰
し
た
ら
、
水
洗
い
し
ぬ
め
り
を
取
っ
た
ご
飯
を
入
れ
る
。

　

再
び
沸
騰
し
た
ら
ざ
く
切
り
に
し
た
鰻
の
蒲
焼
き
、
刻
ん
だ
白
葱
を
入
れ
軽
く
煮
込
む
。

　

溶
き
卵
に
刻
ん
だ
三
つ
葉
を
混
ぜ
、
雑
炊
を
玉
子
と
じ
に
し
、
粉
山
椒
を
振
る
。

牛
乳
に
韃
靼
蕎
麦
茶
を
入
れ
煮
出
す
。

煮
出
し
た
後
茶
こ
し
で
漉
し
て
お
く
。

別
の
ボ
ー
ル
に
玉
子
、
牛
乳
、
生
ク
リ
ー
ム
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
合
せ
、

韃
靼
蕎
麦
茶
を
煮
出
し
た
牛
乳
を
加
え
よ
く
攪
拌
後
漉
し
プ
リ
ン
の
生
地
を
作
る
。

生
地
を
器
に
流
し
85
℃
で
30
分
蒸
す
。

プ
リ
ン
を
冷
し
、
そ
ば
出
汁
で
作
っ
た
カ
ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
を
掛
け
、

バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
、
黒
豆
、
ミ
ン
ト
葉
を
飾
る
。

鱸
油
焼

　
　

万
願
寺
唐
辛
子

　
　

鼈
甲
餡

鱧
玉
締
め

　
　

梅
肉
、
銀
餡
、
ふ
り
柚
子

和
風
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

　
　

冬
瓜
、
南
瓜
、
エ
リ
ン
ギ
、

　
　

赤
茄
子
、
焼
椎
茸
、

　
　

胡
麻
だ
れ

鰻
雑
炊
、
漬
物
三
種

嘩
鞋
蕎
麦
茶
プ
リ
ン
、

バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
、
黒
豆
、

ミ
ン
ト
葉

焼
物

蒸
物

強
肴

お
食
事

水
菓
子
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・
グ
ラ
ス
の
上
に
新
芽
の
椿
の
葉
を
の
せ
細
く
切
っ
た
の
し
梅
を
千
代
結
び
と
し
葉
の
上
に
の
せ
る

・
絹
ご
し
豆
腐
１
丁
を
軽
く
絞
り
裏
漉
し
と
し
滑
ら
か
に
し
水
４
５
０
㏄
に
寒
天
を
１
本
入
れ
少
し
煮
詰

め
、
固
ま
ら
な
い
程
度
に
冷
ま
し
豆
腐
を
混
ぜ
る
、
流
し
缶
に
流
し
固
め
心
天
突
き
で
突
き
波
状
に
盛

る

　

天
盛
り
（
蟹
の
ほ
ぐ
し
身
・
花
穂
・
山
葵
）
色
よ
く
盛
る

　

旨
出
し
（
鰹
だ
し
８
杯
に
対
し
味
醂
が
１
杯　

薄
口
醤
油
が
１
杯
）
の
割
合

・
鯛
眞
子
を
開
き
塩
を
振
り
30
分
程
置
き
ボ
イ
ル
し
時
雨
煮
と
す
る
。

　

才
巻
き
海
老
は
背
腹
を
取
り
ボ
イ
ル
し
芝
煮
と
し
皮
を
剥
い
て
お
く

　

蚕
豆
は
色
だ
し
し
て
薄
蜜
で
炊
く

　

水
晶
液
（
水
１
升
に
対
し
テ
レ
ッ
ト
４
個
ゼ
ラ
チ
ン
２
枚
を
合
わ
せ
薄
味
に
し
て
仕
上
げ
る
）

　

玉
子
の
殻
の
上
を
切
り
中
身
を
出
し
て
消
毒
し
殻
の
中
に
生
雲
丹
・
蚕
豆
・
才
巻
き
海
老
２
つ
切
り
・

鯛
眞
子
入
れ
、
水
晶
液
を
そ
そ
ぎ
流
し
固
め
、
固
ま
っ
た
後
皮
を
む
く
、
盛
り
付
け
は
グ
ラ
ス
の
底
に

刻
ん
だ
梅
ゼ
リ
ー
を
ひ
き
水
晶
を
の
せ
る
。

・
鳥
肝
は
霜
降
り
し
濃
い
め
の
味
で
絞
り
生
姜
を
入
れ
炊
き
上
げ
、
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
に
て
ペ
ー
ス
ト
状

に
し
全
卵
を
混
ぜ
合
わ
せ
蒸
し
あ
げ
る
。

白
酒　

郷
土
の
白
酒

滝
川
豆
腐

彩
り
水
晶
寄
せ

鳥
肝
と
び
し
ゃ
玉
の
生
ハ
ム
巻

食
前
酒

先
付
け

前
菜

筑
後
川
温
泉 

国
際
観
光
旅
館 

桑
之
屋

副
料
理
長

平
野
大
樹

耳
納
連
山

 
風
そ
よ
ぐ
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び
し
ゃ
玉
は
甘
み
を
つ
け
練
り
こ
み
、
両
方
を
小
指
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
ま
と
め
生
ハ
ム
に
て
巻
き
込

む
。

・
バ
ジ
ル
・
塩
コ
シ
ョ
ウ
・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
下
味
を
つ
け
、
２
０
０
度
の
オ
ー
ブ
ン
で
12
分
焼
き
薄

く
削
ぎ
切
り
に
し
丸
く
巻
き
バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
を
か
け
る

・
小
茄
子
は
半
分
に
切
り
素
揚
げ
し
鶏
味
噌
田
楽
を
塗
り
け
し
の
実
を
ふ
り
焼
く

・
鮎
は
3
枚
に
お
ろ
し
〆
て
炙
り
箱
寿
司
と
し
炊
き
あ
げ
た
て
ら
昆
布
を
の
せ
一
口
大
に
切
る

・
牛
蒡
は
灰
汁
を
抜
き
柔
ら
か
く
茹
で
八
方
地
で
炊
き
打
ち
抜
き
互
い
違
い
に
切
り
き
り
口
に
青
海
苔
を

ま
ぶ
す

・
生
き
た
沢
蟹
を
樽
の
中
に
入
れ
ぬ
る
ま
湯
と
大
目
の
酒
を
注
ぎ
酔
わ
せ
素
揚
げ
と
し
上
が
り
に
素
塩
を

振
る

・
皮
を
剥
き
そ
う
じ
し
諸
味
噌
を
添
え
る

　

飾
り
に
霧
吹
き
青
紅
葉
を
添
え
る

・
冬
瓜
は
皮
を
包
丁
に
て
二
枚
削
り
一
口
大
に
切
り
鹿
の
子
に
包
丁
目
を
入
れ
塩
と
重
曹
を
に
て
表
面
に

す
り
込
み
5
分
ほ
ど
お
き
、
色
だ
し
て
裏
を
く
り
抜
き
下
味
を
つ
け
た
海
老
の
す
り
身
を
射
込
み
、
吸

い
地
に
て
炊
き
上
げ
る

・
朝
倉
産
川
茸
と
水
玉
人
参　

手
毬
麩
を
そ
え
吸
い
口
に
松
葉
柚
子
を
の
せ
る

・
鯛
は
削
ぎ
切
り
に
し
寸
切
り
に
し
た
朝
倉
葱
を
巻
き
込
む

・
サ
ー
モ
ン
の
華
造
り
天
に
金
沙
を
ま
ぶ
す

・
角
切
り
鮪
叩
き
山
芋
を
の
せ
る

・
妻
一
式
（
な
た
豆
の
華
）

・
白
瓜
は
七
対
三
で
切
り
種
を
取
り
器
と
し
蓋
は
打
ち
抜
き
し
蛇
籠
に
見
立
て
る

地
鶏
の
ハ
ー
ブ
焼
き

小
茄
子
鶏
味
噌
田
楽

鮎
の
炙
り
寿
司

筒
牛
蒡
柔
ら
か
煮

沢
蟹
酔
狂
揚
げ

島
ら
っ
き
ょ

冬
瓜
と
海
老
の
射
込
み

　

澄
ま
し
仕
立
て

白
瓜
蛇
籠
盛
り

吸
い
物

刺
身
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蓋
物

焼
き
物

変
わ
り
鉢

温
物

酢
の
物

三
色
茶
巾
饅
頭

鮎　

塩
釜

海
老
煎
餅

長
茄
子
の
粟
麩
挟
み
揚
げ

鮎
の
年
輪
湯
葉
揚
げ

三
味
陶
板
焼
き

冷
や
し
牛
シ
ャ
ブ
千
草
巻
き

　

柚
子
胡
椒
・
小
口
葱
・
レ
モ
ン

・
南
京
は
皮
を
剥
き
当
分
に
切
り
種
を
取
り
除
き
蒸
て
ペ
イ
ス
ト
状
に
す
る

　

丸
十
と
枝
豆
も
南
京
と
同
上
と
し
各
三
種
に
30
パ
ー
セ
ン
ト
の
白
玉
粉
と
塩
少
々
を
入
れ
て
練
り
こ
む

　

鶏
ミ
ン
チ
は
半
分
濃
い
目
の
味
で
炊
き
後
の
半
分
の
生
の
鶏
ミ
ン
チ
に
片
栗
卵
黄
山
芋
を
入
れ
両
方
合

わ
せ

　

す
り
鉢
で
あ
た
り
丸
く
ま
と
め
ガ
ン
に
と
り
濡
ら
し
た
清
潔
な
さ
ら
し
の
上
に

　

南
京
丸
十
枝
豆
を
色
よ
く
置
き
そ
の
上
に
ガ
ン
を
と
っ
た
ミ
ン
チ
を
置
き
包
み
茶
巾
絞
り
と
し
、
玉
蜀

黍
餡
を
敷
き
12
分
蒸
あ
げ
る

・
卵
白
と
塩
で
練
り
塩
を
作
り
下
処
理
し
た
鮎
に
、
型
ち
良
く
か
た
取
り
１
８
０
度
の
オ
ー
ブ
ン
で
20
分

焼
き
あ
げ
る

・
蓼
酢
は
蓼
の
葉
を
掃
除
し
お
粥
と
塩
少
々
を
加
え
当
た
り
鉢
に
て
練
り
合
わ
せ
と
ろ
み
を
付
け
、
水
３
、

米
酢
１
の
合
わ
せ
酢
と
合
わ
せ
裏
漉
し
す
る

・
皮
を
剥
き
片
栗
を
ま
ぶ
し
当
た
り
棒
で
叩
き
伸
ば
し
油
で
揚
げ
煎
餅
と
す
る

・
粟
麩
を
長
茄
子
で
挟
み
薄
衣
で
揚
げ
る

・
鮎
を
上
身
に
し
大
葉
と
す
り
身
を
渦
巻
き
状
に
巻
き
込
み
湯
葉
揚
げ
と
す
る

　

抹
茶
塩
を
添
え
る

・
福
岡
県
産
和
牛
・
耳
納
豚
・
博
多
地
鶏

　

あ
し
ら
い
野
菜　

新
キ
ャ
ベ
ツ
・
新
玉
葱
・
パ
プ
リ
カ
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・
大
分
産
椎
茸

　

ジ
ャ
ポ
ネ
ソ
ー
ス
と
ペ
ッ
パ
ー
塩
を
添
え
る

・
ス
ラ
イ
ス
牛
肉
を
霜
降
り
し
氷
水
に
落
と
し
冷
や
し
、
ふ
き
あ
げ
て
お
き
、
独
活
・
胡
瓜
・
人
参
・
茗

荷
レ
タ
ス
を
千
切
り
と
し
牛
肉
で
巻
き
込
み
巻
簾
に
て
締
め
割
り
ポ
ン
で
食
す
。
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・
稚
鮎
を
水
洗
い
し
踊
り
串
を
さ
し
素
焼
き
と
し
油
に
て
か
り
っ
と
揚
げ
南
蛮
酢
に
旬
野
菜
と
共
に
漬
け
込
む
。

・
米
と
む
か
ご
を
合
わ
せ
好
み
の
調
味
料
で
味
付
け
し
炊
き
あ
げ
る

　

天
盛
り
に
ち
り
め
ん
山
椒
を
の
せ
る

・
胡
瓜　

茄
子　

人
参

・
西
瓜
は
一
口
大
に
切
り
流
し
缶
に
均
等
に
並
べ

　

カ
ル
ピ
ス
１
０
０
０
㏄
に
対
し
パ
ー
ル
ア
ー
ガ
ー
１
０
０
ｇ
を
合
わ
せ

　

溶
き
西
瓜
の
周
り
に
カ
ル
ピ
ス
地
を
流
し
込
み
仕
上
が
り
は
枡
型
に
切
り
込
む

・
枇
杷
皮
を
剥
き
シ
ロ
ッ
プ
に
白
ワ
イ
ン
を
合
わ
せ
た
地
で
か
る
く
炊
き
込
む

　

香
り
（
檸
檬
ミ
ン
ト
・
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
）

ご
飯

香
の
物

水
果
子

稚
鮎　

南
蛮
漬
け

む
か
ご
飯

床
漬
け
三
種
盛
り

西
瓜
カ
ル
ピ
ス
寄
せ

枇
杷
の
甲
州
煮
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・
鱧
の
子
は
ボ
イ
ル
を
し
て
筋
を
取
り
除
き
濾
し
器
に
打
ち
上
げ
る
。
牛
乳
２
升
、
バ
タ
ー
４
５
０
ｇ
、

小
麦
粉
４
５
０
ｇ
で
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
作
る
。
昆
布
出
汁
３
、
酒
１
、
吉
野
葛
１
を
火
に
か
け
、
沸

き
始
め
た
と
き
に
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
１
、
鱧
の
子
１
、
を
入
れ
20
分
程
度
練
る
。
砂
糖
少
々
、
味
醂
、

薄
口
、塩
、当
た
り
胡
麻
で
味
付
け
を
し
流
し
カ
ン
に
流
す
。
冷
ま
し
て
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
分
け
る
。

　

ア
ボ
カ
ド
を
裏
ご
し
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
砂
糖
、
塩
、
レ
モ
ン
汁
で
味
付
す
る
。
味
付
け
を
し
た
ビ
ー
フ

コ
ン
ソ
メ
３
合
に
ゼ
ラ
チ
ン
８
ｇ
を
と
か
し
ジ
ュ
レ
を
作
る
。

◇
鮎
を
大
名
お
ろ
し
に
し
、
掃
除
後
塩
を
あ
て
30
分
お
く
。
生
酢
に
鮎
を
く
ぐ
ら
せ
昆
布
で
挟
む
。
シ
ャ

リ
に
胡
麻
、
刻
み
大
葉
を
混
ぜ
寿
司
を
つ
く
り
笹
で
巻
く
。

◇
水
10
酒
２
に
す
っ
ぽ
ん
を
入
れ
、
生
姜
、
長
ネ
ギ
、
爪
昆
布
と
一
緒
に
煮
る
。
味
付
け
し
た
煮
汁
と
ほ

ぐ
し
た
す
っ
ぽ
ん
の
身
を
合
わ
せ
冷
や
し
固
め
る
。
天
に
針
生
姜
を
の
せ
る
。

◇
鴨
を
針
打
ち
し
皮
目
に
切
り
込
み
を
入
れ
両
面
に
焼
き
目
を
つ
け
る
。
金
串
に
さ
し
て
吊
る
し
血
抜
き

す
る
。
出
汁
２
、
酒
３
、
砂
糖
１
、
濃
口
１
、
パ
イ
ン
ピ
ュ
ー
レ
２
を
合
わ
せ
８
分
焚
き
、
鴨
を
取
り

出
し
焚
き
地
を
さ
ま
す
。
冷
め
た
ら
鴨
を
戻
す
。

◇
蛸
は
皮
を
む
き
、
包
丁
し
て
湯
霜
す
る
。
茄
子
は
油
で
揚
げ
氷
水
に
落
と
し
た
後
皮
を
む
き
、
翡
翠
色

に
仕
上
げ
る
。
赤
梅
肉
と
白
梅
肉
を
同
割
で
合
わ
せ
、
煮
切
り
酒
、
味
醂
、
砂
糖
で
味
付
け
す
る
。

◇
玉
蜀
黍
は
包
丁
し
て
ば
ら
し
て
髭
を
混
ぜ
、
小
麦
粉
を
入
れ
玉
蜀
黍
の
水
分
が
出
る
ま
で
お
く
。
丸
に

取
り
揚
げ
る
。

鱧
の
子
ク
リ
ー
ム
豆
富

　

生
雲
丹　

ミ
ニ
ト
マ
ト　

　

ア
ボ
カ
ド
ソ
ー
ス

　

コ
ン
ソ
メ
ジ
ュ
レ

・
鮎
笹
巻
寿
司

・
鼈
煮
凝
り

・
夏
鴨
パ
イ
ン
煮

・
手
長
海
老
唐
揚
げ

・
蛸
茄
子
梅
肉
掛
け

・
玉
蜀
黍
か
き
揚
け

・
朝
顔
芋
茎

先
　
付

　前
　
菜

加
賀
屋 

博
多
店

相
良
広
宣

穂
見
月
の
会
席
料
理
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◇
白
芋
茎
の
皮
を
む
き
、
大
根
お
ろ
し
、
鷹
の
爪
、
酢
を
入
れ
た
湯
で
ゆ
が
く
。
丘
上
げ
し
て
水
に
晒
し
、

甘
酢
に
浸
け
る
。
長
方
形
に
切
り
出
し
、
縦
５
か
所
に
切
り
込
み
を
入
れ
捻
る
。
し
し
唐
で
が
く
を
作

り
素
揚
げ
に
し
た
の
ち
芋
茎
を
差
し
込
む
。

◇
鱧
を
開
い
て
骨
切
り
し
皮
目
の
方
に
幅
が
５
セ
ン
チ
に
な
る
ま
で
巻
い
て
そ
の
上
か
ら
湯
葉
を
巻
き
蒸

し
固
め
る
。
切
り
出
し
て
葛
粉
を
打
ち
吸
地
に
く
ぐ
ら
せ
る
。

　

鮑
は
塩
で
洗
い
酒
に
昆
布
を
い
れ
５
時
間
も
ど
す
。

　

一
度
取
り
出
し
、
出
汁
、
味
醂
、
濃
口
を
入
れ
鮑
を
戻
す
。

◇
省
略

◇
い
さ
き
を
３
枚
に
卸
し
切
り
分
け
塩
を
あ
て
30
分
置
く
。
出
汁
２
、
酒
２
、
味
醂
１
、
薄
口
１
、
燻
製

水
大
匙
１
の
地
に
１
時
間
漬
け
込
む
。
焼
き
上
げ
た
ら
上
に
、
乾
燥
パ
ン
粉
、
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
、

オ
レ
ガ
ノ
、
パ
セ
リ
を
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
で
合
わ
せ
た
も
の
を
振
り
か
け
再
度
焼
き
上
げ
る
。

　

枝
豆
ピ
ュ
ー
レ
１
０
０
ｇ
、
出
汁
１
０
０
㏄
、
生
ク
リ
ー
ム
５
０
㏄
、
チ
キ
ン
コ
ン
ソ
メ
少
々
を
火
に

か
け
塩
で
味
を
調
え
る
。

◇
む
き
白
海
老
１
８
０
ｇ
、
卵
白
１
個
分
、
生
ク
リ
ー
ム
１
５
０
㏄
を
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
で
混
ぜ
合
わ
せ

る
。
茶
巾
に
し
蒸
し
固
め
る
。
ム
ー
ス
の
周
り
に
玉
地
を
は
り
１
０
分
蒸
す
。
摺
り
お
ろ
し
た
冬
瓜
を

ボ
イ
ル
し
銀
餡
と
合
わ
せ
る
。
白
海
老
の
素
揚
げ
を
添
え
る
。

鱧
鳴
門
葛
打
ち

鮑
柔
ら
か
煮　

蓴
菜　

お
く
ら

貝
割　

口
、
青
柚
子

青
竹
盛
り

　

鱸
の
洗
い　

本
鮪

　

カ
ワ
ハ
ギ
蓮
芋
昆
布
〆

　

短
冊
野
菜
ほ
か
、
あ
し
ら
い
一
式

　
　

土
佐
醤
油　

酢
味
噌

い
さ
き
燻
香
焼
き

　
　
　

敷
枝
豆
ソ
ー
ス

　

賀
茂
茄
子
蓼
味
噌
田
楽

　
　
　

花
茗
荷　
　

酢
橘　

白
海
老
ム
ー
ス
玉
汁
蒸
し

　

冬
瓜
摺
り
流
し
餡
掛
け

椀
　
物

造
　
り

焼
　
物

温
　
物
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揚
　
物

食
　
事

留
　
椀

香
の
物

　氷
菓
子

甘
　
味

抹
　
茶

渡
り
蟹
甲
羅
揚
げ

　
　

二
色
の
パ
プ
リ
カ
ソ
ー
ス

栄
螺
御
飯

赤
出
汁

　

滑
子　

笹
葱　

粉
山
椒

胡
瓜
糠
漬
け　

大
根
紫
蘇
漬
け

セ
ロ
リ
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト　

蓮
粉
餅

お
う
す

◇
渡
り
蟹
の
腹
に
塩
を
詰
め
１
５
分
蒸
す
。
身
を
ほ
ぐ
し
て
お
く
。
す
り
身
１
０
０
ｇ
、
絞
り
豆
腐
１
０

０
ｇ
、
練
り
玉
２
個
分
、
つ
く
ね
芋
20
ｇ
を
合
わ
せ
、
炒
め
た
玉
葱
と
蟹
を
入
れ
、
味
付
け
を
し
甲
羅

に
の
せ
る
。
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉
の
順
に
衣
を
つ
け
フ
ラ
イ
に
す
る
。

　

赤
パ
プ
リ
カ
１
個
を
焼
き
薄
皮
を
む
く
。
牛
乳
１
０
０
㏄
と
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
ピ
ュ
レ
に
し
た

後
火
に
か
け
塩
コ
シ
ョ
ウ
で
味
付
け
す
る
。
黄
色
も
同
様
に
作
り
２
色
に
す
る
。

◇
栄
螺
の
身
を
取
り
出
し
ス
ラ
イ
ス
す
る
。
あ
ら
れ
に
切
っ
た
人
参
と
薄
揚
げ
を
入
れ
、
出
汁
14
、
酒
１
、

味
醂
0.7
、薄
口
１
、塩
適
量
で
炊
き
込
み
に
す
る
。
仕
上
げ
に
栄
螺
の
肝
を
裏
ご
し
た
も
の
に
、玉
味
噌
、

あ
お
さ
を
入
れ
た
肝
味
噌
を
の
せ
る
。

◇
昆
布
と
煮
干
し
で
出
汁
を
と
り
、
赤
味
噌
を
溶
く
。

◇
胡
瓜
は
糠
床
に
一
晩
漬
け
る
、
大
根
は
塩
漬
け
し
た
後
、
塩
揉
み
し
た
赤
紫
蘇
の
刻
み
と
味
醂
、
酢
と

と
も
に
漬
け
る
。

◇
水
５
０
０
㏄
、砂
糖
75
ｇ
、セ
ロ
リ
30
ｇ
、レ
モ
ン
汁
少
々
を
火
に
か
け
ミ
キ
サ
ー
で
つ
ぶ
し
冷
凍
す
る
。

８
割
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
一
度
よ
く
混
ぜ
る
。

◇
蓮
粉
、
黒
糖
、
水
あ
め
、
水
を
火
に
か
け
、
黒
糖
が
溶
け
た
ら
一
度
濾
し
、
再
度
火
に
か
け
練
り
上
げ
る
。

も
う
一
度
裏
ご
し
缶
に
流
す
。







代表取締役 古　賀　和　秀









藤木 　尚文





〒844-0028　佐賀県有田町南山丁1005

吉野   康成



今
話
題
を
か
も
す

愛
知
県
海
部
郡
蟹
江
町
城

　
　
　
　
　
　

四
丁
目
１
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
６
７（
９
５
）３
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
５
６
７（
９
５
）３
１
４
１



代表取締役会長

ＮＰＯ法人・五島あすなろ会



□ 本　　　社／〒434-0035 静 岡 県 浜 松 市 浜 北 区 寺 島 2351
TEL（053）587-1025 ㈹  FAX（053）586-0132

□ 東京営業所／〒108-0074 東京都港区高輪3-20-9 高輪シティビル3Ｆ
TEL（03）5449-7144 ㈹  FAX（03）5449-0064

□ 掛 川 工 場／〒436-0111 静 岡 県 掛 川 市 本 郷 2426 - 32
TEL（0537）26-4154 ㈹  FAX（0537）26-1122

製造元



佐　藤　 浩　正
仮事務所　福岡市中央区清川１丁目７番12号

　　　　　大戸ビル５階　502号

〒816-0921  大野城市仲畑１丁目11-41

TEL（092）５５８－５９０３（代表）

FAX（092）５５８－５９２４
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仮事務所　福岡市中央区清川１丁目７番12号

　　　　　大戸ビル５階　502号

〒816-0921  大野城市仲畑１丁目11-41

TEL（092）５５８－５９０３（代表）

FAX（092）５５８－５９２４
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